
金
滞
古
蹟
怠
巻
廿

一
.
年
代
一
覧

一
、
前
後
赤
壁
賦
敏
抑
制
宿

一
、
立
山
締
定
之
闘

一
、
百
繭
回

一
、
岩
桂
詩
集

一
、
六
用
集

一
.
玉
津
嶋
和
歌
物
語

一
、
硯
の
海
女
乎
本

一
、
安
見
年
代
記

一
、
煙
草
紀

一
、
百
諮
問

一
、
漣
歌
雨
夜
記

一
、
三
用
集

一
、
連
歌
式
目
和
歌
抄金

海
上
堤
町

正

徳

五

年

=

一

ヶ

屋

五

郎

兵

衛

板

右
磁
版
目
録
は
野
村
直
五
郎
の
家
に
蹴
す
3

直
五
郎
は
三
筒
屋
五
郎

兵
衛
の
子
孫
た
り
。
此
の
磯
版
の
書
類
の
中
に
も
、
三
用
集
・
六
用
銀

は
各
小
冊
子
に
て
、
今
世
に
至
り
て
も
所
持
す
る
も
の
多
し
。
ま
た

紫
桂
詩
集
或
は
江
戸
港
中
間
な
ど
も
世
に
残
れ
り
。

，

O
鑓

中

小

路

駕
停
に
云
ふ
。
昔
内
山
発
中
と
い
へ
る
鰭
師
、
堤
町
町
家
の
尻
地
に

邸
宅
あ
り
。
留
薬
の
事
に
て
念
に
登
按
す
る
に
‘
道
路
不
便
・
な
る
に

よ
り
、
共
の
由
申
立
て
、
水
潟
掘
の
傍
に
初
て
往
来
を
付
け
‘
是
よ

り
登
披
せ
り
と
。
故
に
此
の
道
路
を
ば
俗
に
売
中
小
路
と
呼
ぺ
り

修
を
命
ぜ
ら
る
に
付
‘
若
水
の
門
弟
内
山
売
中
を
召
出
さ
る
ぺ
き

皆
‘
丹
羽
m
E
伯
を
以
て
被
昌
仰
下
-
と
い
へ
ど
も
、
売
中
僻
退
す
と
云

々
。
ま
た
享
保
鍛
に
云
ふ
。
庶
物
類
纂
成
功
に
付
、
幕
府
へ
献
上
被
v

成
候
。
後
於
n
幕
府
倫
編
纂
被
昌
仰
付
-
由
民
て
、
丹
羽
正
伯
老
を
以
て

内
山
姥
中
へ
可
ν
被
=
召

m-回
国
内
意
申
来
る
。
録
中
恭
奉
v
・
存
候
へ
ど
も

相
笠
不
v
申
皆
御
断
申
上
げ
L
る
慮
、
震
而
於
昌
江
戸
-
居
屋
敷
も
民
く

裳
戎
第
可
v
被
v
下
皆
申
来
る
。
共
節
血
児
中
御
請
に
、
加
賀
守
代
々
懇
意

に
被
=
召
仕
…
殊
に
於
=
越
中
富
山
-
発
中
町
杯
申
所
も
有
v
之
。
か
様
に

鳴
申
，
次
第
も
候
問
、
是
非
罷
出
申
了
簡
無
ν
之
。
厚
思
を
忘
れ
申
俄
難
v

仕
候
問
、
御
菟
被
ν
下
候
へ
と
申
上
候
廃
‘
左
候
は
て
加
賀
守
殿
へ

巾
建
し
、
加
恩
の
沙
汰
有
v
之
様
可
v
仕
岡
田
申
楽
候
慮
、
段
々
一
群
有
仕

合
奉
v
存
。
乍
ν
去
少
分
た
り
と
も
加
賀
守
存
寄
を
以
て
被
品
申
付
-
儀
は

格
別
、
被
=
仰
誼
-
K
付
加
増
過
分
に
申
付
有
v
之
候
と
も
、
無
畠
本
意
-
患
-v

存
。
智
へ
被
a
申
付
-
共
繍
不
v
申
了
簡
之
官
申
立
て
‘
竪
〈
御
断
申
上

げ
た
り
と
云
ふ
。
と
あ
り
。
共
の
無
性
の
程
知
ら
れ
け
り
。
策
辱
雑

記
民
、
享
保
八
年
四
月
三
日
於
昌
江
戸
吋
御
野
師
薬
種
見
内
山
姥
中
御

宛
行
百
石
之
成
、
拾
人
扶
持
増
被
v
下
。
先
年
稲
若
水
へ
被
=
指
添
一
本

.
草
之
儀
申
談
候
様
に
被
昌
仰
渡
-
庭
、
共
の
以
後
心
懸
け
、
此
度
長
崎
へ

金

稽

古

蹟

志

巻

廿

三

三
O

と
。
按
宇
る
に
、
内
山
発
中
が
居
邸
は
‘
延
貨
の
金
滞
聞
を
見
る
に
、

-
つ
水
溜
の
尻
地
、
中
川
氏
居
邸
の
隣
地
也
。
元
秘
六
年
の
士
艇
に

も
、
内
山
三
滑
堤
町
の
後
中
川
采
女
隣
と
あ
り
。
延
貨
の
金
禅
問
に
、

此
の
小
路
左
し
。
共
の
後
付
け
た
る
た
る
べ
し
。

O
内
山
賀
中
侮

内
山
氏
は
、
奮
藩
の
腎
官
民
て
、
代
々
同
党
中
と
稀
す
。
延
賓
五
年
の

由
緒
授
に
云
ふ
。
初
代
受
中
は
、
毛
利
元
就
之
家
人
内
山
土
佐
之
衣

男
。
慶
長
十
一
年
利
長
卿
越
中
富
山
御
在
披
之
頃
、
富
山
花
於
て
被
a

召
抱
一
家
株
三
百
石
賜
v
之
。
寛
永
四
年
死
去
、
男
子
供
之
陀
付
、
毛

利
輝
元
之
家
人
に
て
己
の
兄
内
山
右
近
の
子
を
嗣
子
と
す
。
寛
永
五

年
被
昌
召
出
一
百
石
賜
v
之
、
二
代
売
中
旬
克
也
。
と
。
按
宇
る
に
、
寛

永
凶
年
の
士
艇
に
、
御
薬
師
衆
三
百
石
発
中
と
あ
り
。
是
初
代
党
中

也
。
又
寛
文
十
一
年
の
士
帳
に
、
宵
石
留
師
内
山
先
中
七
十
七
歳
と

あ
り
。
是
二
代
発
中
也
。
緒
士
名
言
鋒
に
云
ふ
0
.

元
組
内
山
発
中

は
‘
瑞
龍
公
富
山
に
御
座
被
v
成
頃
被
=
召
出
↓
則
ち
富
山
に
録
中
町

と
稽
す
る
地
あ
る
は
.
彼
の
居
所
也
と
去
ふ
。
今
の
発
中
の
曾
組
父

怠
る
受
中
は
‘
稲
若
水
の
高
弟
に
て
、
物
産
畢
に
長
ぜ
り
。
若
水

の
続
特
せ
し
庶
物
類
纂
を
幕
府
へ
献
ぜ
ら
れ
し
後
、
幕
府
民
於
て
補

罷
越
度
旨
相
願
。
遠
閤
之
儀
、
家
来
無
人
に
而
は
如
何
に
被
昌
思
召
一

扶
持
方
増
被
v
下
v
之
。
と
見
b
、
畿
圏
公
年
譜
民
、
事
保
十
九
年
五
月

内
山
姥
中
・
稲
新
助
抑
制
句
御
用
有
v
之
旨
に
而
被
v
潟
v
召
‘
江
戸
へ
被
v

鑑
、
同
年
十
こ
月
十
六
日
内
山
党
中
へ
百
石
御
加
恩
被
v
下
‘
稲
新
助

へ
拾
人
扶
持
引
足
被
v
下
。
と
あ
り
。
右
は
幕
府
に
於
て
、
綴
庶
物
類

纂
の
成
功
を
鎗
げ
し
め
ら
れ
ん
錆
め
友
り
と
聞
ゆ
。
さ
て
加
藤
惟
貨

の
蘭
山
私
記
に
、
元
文
三
年
七
月
朔
日
庶
物
類
纂
御
用
相
勤
候
人

々
、
内
山
発
中
百
石
加
埼
知
被
=
仰
付
一
行
山
停
左
衛
門
・
高
畠
金
左
衛

門
雨
入
へ
白
銀
五
枚
・
白
布
三
疋
拝
領
被
=
仰
付
-
と
あ
り
。
行
山
・
高

畠
の
雨
入
も
、
庶
物
類
纂
の
御
用
掛
り
に
て
‘
内
山
姥
中
の
附
属
人

怠
る
故
た
り
。
稲
新
助
は
.
享
保
丸
年
の
士
艇
に
、
儒
者
七
人
扶
持

稲
熊
之
助
と
あ
り
。
赴
と
同
人
怠
る
ぺ
し
。
諸
士
系
譜
に
は
.
若
水

の
二
代
千
鶴
改
新
助
と
あ
り
。

。
中
川
武
議
守
奮
邸

延
賃
金
海
闘
に
と
L
K
出
せ
る
如
〈
見
ね
た
り
。
武
磁
守
光
重
は
宗

b
T

が
事
也
。
烈
組
成
績
に
、
中
川
宗
b

て
名
光
室
。
八
郎
右
衛
門
軍
政

子
.
従
-h
位
下
武
蔵
守
秀
吉
公
定
臣
。
剃
髪
焼
昌
也
一
小
字
刊
と
あ
り
。
備
忘

録
に
、
中
川
宗
牟
は
尾
州
の
人
。
中
川
八
郎
右
衛
門
の
嫡
子
也
。
尾




